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※設計のポイント

(天井材に取り付ける場合、必ずビス固定する為の下地を通しで入れてください。）

頭つなぎ補強

Ｓｔ1.2ｔ～1.6ｔ曲

げ（通し材）

ダブル野縁（別途工事）

野縁受け

野縁受け

カバー100NTキャップ

カバー100NTキャップ

頭つなぎ補強St1.2ｔ～1.6ｔ曲げ（通し材）

ビス止め又は溶接（天井工事）

ダブル野縁

※本図はSL-100T納まりを示す

吊ボルト

吊ボルト

天井EXP.J.C

天井EXP.J.C

【天井】【天井下地補強納まり 例】　　 【天井下地補強納まり 例】　【天井】

納まり例（1）

納まり例（1）

六角へクス

M6×40（SUS）

P＝560

2
4
.4

St　角パイプ

□-80×40×2.3t　錆止め塗装

（天井工事）
天井見切り材

（天井工事）

15

St　L-70×50×1.6t（通し材）

錆止め塗装（天井工事）

30

15

6
0

1
0
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ナベテクス

M4×19

1
9

2
2

1
.2

4
2
.2

9
.6

ナベテクス

M4×19

330

六角へクス

M6×40（SUS）

P＝560

St　角パイプ

□-80×40×1.6t　錆止め塗装

（金属工事）

天井見切り材

（天井工事）

フォルダ受け(P=560)
六角へクス

M6×40（SUS）

P＝560

天井見切り材

（天井工事）

野縁

野縁受け38

St　L-70×50×1.6t（通し材）

ZAM（金属工事）

ナベテクス

M4

St　角パイプ

□-80×40×1.6t　錆止め塗装

（金属工事）

38下地再施工

（天井工事）

ナベテクス

M4

ナベテクス

M4

St　L-70×50×1.6t（通し材）

ZAM（金属井工事）

ナベテクス

M4×19

ナベテクス

M4

St　L-30×30×3t

L＝30

岩綿吸音板

石膏ボード

岩綿吸音板

石膏ボード

岩綿吸音板

石膏ボード

150以下

150以下

※設計のポイント

(天井材が岩綿吸音板など柔らかい素材の場合、フォルダを固定する際に圧縮力により

ボードの沈み込みや、下地のねじれがカバー材ダレの要因となるため別途下地鋼材

（□-60×30×2.3t：参考）を通しで入れてください。)

1.6

クリアランス

野縁受け納まりの場合

野縁納まりの場合
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